
みなさんは種生
た な お

神社の秋祭りをご存じですか？ 

種生神社は、川上ダム建設予定地の上流に位置する伊賀市種生にある神社です。 

毎年、「種生神社秋季例大祭」が開催されており、今年は１０月２７日（日）に開催されました。

 本殿の神霊
しんれい

が御神輿
お み こ し

にのってお旅所に渡御
と ぎ ょ

する、いわゆる「わたり」の儀式はどの神社でも行って

いますが、種生神社の「わたり」は「こたつき渡御」というもので、昔鹿島の神（種生神社の本来の祭神
さいじん

）

が船で渡御した姿を移し伝えたものと言われています。 

 お祭りは、獅子
し し

神楽
か ぐ ら

を先頭に、御神輿、こたつき、相撲旗、氏子の行列、だんじり、馬駆けの順で、

約１００ｍ先のお旅所３往復を雄大に練り歩きました。特に、だんじりは、山間にも関わらず船型を

しており、なんとも不思議な光景です。また、こたつきや馬駆けが行われるさまは、伊賀の珍祭と言

われて、今年もたくさんの人々がこのお祭りを見物しに訪れていました。 

 来年は、みなさんもこの伊賀の珍祭を訪れてみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属 氏名 転出先 所属 氏名 前所属

工事課 溝尾　邦男 丹生ダム建設所（滋賀） 工事課 金井　大輔 徳山ダム管理所（岐阜）

１０月の転出者と転入者のご紹介

転入者転出者

川上ダムでは、建設現場やダム周辺の水辺環境を実

際に目で見て体験して頂くことを通じて、水、ダム及

び水源地周辺の環境に対する理解をより深めて頂く

ための取り組みとして「水の調査隊」を実施していま

す。この取り組みは、平成２０年度から実施しており、

今年で６年目を迎えます。 

今回は、１０月８日（火）に青山小学校４年生の児

童７４名を「水の調査隊」として迎え、水の大切さや

ダムの役割、オオサンショウウオの学習と観察を行っ

てもらいました。 

ダムの役割などの説明を受けた児童からは「ダムの高さは人に例えるとどのくらいですか。」などの

質問がだされました。また、目の前に生後約１０年、体長約６０㎝の国の特別天然記念物オオサンショ

ウウオが水槽で持ち込まれると、「何種類いるんですか。」「どこに住んでいるんですか。」など、た

くさんの質問がだされ、地元の川に生きる貴重なオオサンショウウオに大変興味を示していました。 

その後、児童は川上ダムの建設予定地に移動し、全長２７６．５ｍの仮排水路トンネルやダムサイト

予定地を見学しました。 

仮排水路トンネルでは、暗闇の中を懐中電灯の灯り

を頼りに歩き、大きな声を出して、トンネル内に響き

渡る自分の声を楽しんでいました。 

 

子どもたちにわかりやすく説明することは大変難

しいのですが、工夫を凝らして、出来るだけ興味をも

ってもらえるよう準備をし、今後も「水の調査隊」を

通じ、これからの地域を担う子どもたちに対し、ダム

の役割や水源地周辺の環境について、身近に学べる機

会を提供していきたいと考えています。 

 川川上上ダダムム通通信信 
月号 

【総務課 菊地滋男】

 【広報誌発行事務局】

編 集長 神矢（所長）

デ スク 梅村（総務課長） 田中（工務課長）

記 者 湯本（総務課） 渡辺（総務課）

本山（第一用地課） 高橋（第二用地課）

遠本（調査設計課） 飯島（環境課）

廣瀬（工事課） 日隈（工務課）

 
桐ヶ丘フェスタ２０１３ 

 開 催 日：１１月９日（土） 

開催場所：桐ヶ丘３丁目駐車場（旧Ａコープ駐車場周辺） 

お問い合わせ：桐ヶ丘フェスタ実行委員会 

ＴＥＬ：０５９５－５２－０２０４ 

 

第９回ふれあいフェスタ in 青山 

 開 催 日：１１月１０日（日） 

開催場所： 伊賀市役所青山支所 

お問い合わせ：第９回ふれあいフェスタ in 青山実行委員会事務局 

ＴＥＬ：０５９５－６２－３８１１ 

【第二用地課 高橋宏行】
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独独立立行行政政法法人人水水資資源源機機構構  川川上上ダダムム建建設設所所  
〒〒551188－－00229944  三三重重県県伊伊賀賀市市阿阿保保 225511 番番地地  TTEELL：：00559955－－5522－－11666611（（代代））  

２２００１１３３ 

川上ダム通信は川上ダムホームページでもご覧いただけます。 

http://wwww.water.go.jp/kansai/kawakami 又は「川上ダム通信」で検索 

ご意見・ご感想はこちらへ mailto:somu1@lily.ocn.ne.jp 

Ｖｏｌ．９８ 

Ｓｉｎｃｅ２００５

職員の説明を熱心に聞く児童 

仮排水路トンネルでの説明 

お祭りの様子 船型のだんじり 

※オオサンショウウオの移動は、文化庁の許可を頂いたうえで行っています。

※こたつき･･･２本の竹（１５尺と１０尺）を十字形に結び、白
しろ

木綿
も め ん

１匹（２反）を打掛けて帆の形にしたもの。 

お詫び：１０月号の文章で誤りがありましたので訂正します。 

「台風１８号襲来！岩倉峡で観測史上最高水位を記

録！！」の１２行目 

訂正前：８．５３ｍ 

訂正後：８．５５ｍ 

    大変失礼しました。 



１０月１２日（土）阿保東部区川上ダム対策委員会の皆様が

川上ダムの現場視察を行いました。 

事務所で川上ダム建設事業の概要説明の後、工事現場である

付替県道青山美杉線の北野トンネルや貯水池横断橋（猫また大

橋）工事の現場へ向かいました。 

現地視察中、ダムの計画等に関する質問が相次ぎ、参加者の

川上ダムへの関心の高さを感じるものでした。 

また、杣
そま

川
かわ

委員長は、進捗する工事現場の状況を見て「想像

以上に立派な“猫また大橋”だった。」との感想を述べられる

とともに「付替県道青山美杉線を早期に供用開始してほしい。」

と話されました。 

あわせて、「大雨でも災害が起きないよ

うにする為にも川上ダムが必要。川上ダ

ム本体工事の早期着工を。」とも話されま

した。 

 

今しか見ることの出来ない工事現場が

ここにあります。次は皆様のその眼で。

その耳で。川上ダム建設所がお待ちして

います。 

 

 

水資源機構では、１０月７日（月）８日（火）に、建設交流館（大阪市）において、第１６回関西ブロ

ック技術研究発表会を開催しました。 

この発表会は、職員が取り組んだ業務等の内容の報告を行うことにより、機構技術の向上、開発、蓄積

を図ることと、情報発信の場を設けることによる職員の自己啓発を喚起することを目的として実施してい

ます。また、機構の技術力や業務内容への理解を深めていただくために、関係機関の方にもご出席いただ

いています。 

当建設所からは、①地域との交流を育む川上ダム通信、②

川上ダムにおける植物の保全対策、③川上ダム横断橋工事経

過報告の３つの論文を発表しました。 

このうち、①は本誌を題材としたものであり、本誌の発行

により地域の皆様との交流を深めるよう努めていることや、

作成にあたって工夫していることなどを発表し、特別賞を受

賞しました。 

参加していただいた関係機関の皆様や関西管内の職員に、

当建設所の取り組みを知っていただく良い機会となりまし

た。 
【総務課 湯本洋】 

こんなところに・・・ 

もうはまるなよ！ 

救出された国の特別天然記念物 

【環境課 飯島芳則】 

 発表の様子 

 

   概要説明の様子 

【第一用地課 本山和良】 

  完成間近の猫また大橋をバックに 

１０月９日（水）の朝、「集水マスに動けなくなったオ

オサンショウウオがいる。」と、一般の方から伊賀市青山

支所を通じて、川上ダム建設所へ連絡が入りました。 

職員が現場に駆けつけると、体長約７０cm のオオサン

ショウウオが、集水マスから抜け出せなくなっている状況

でした。 

早速保護し、近くの河川へ放流したところ、オオサンシ

ョウウオは元気に泳いで行きました。 

※オオサンショウウオは国の特別天然記念物ですので、一般には触ることは

許されておりません。今回の救出は、緊急保護ということで伊賀市教育委

員会担当職員の立会のもと行っております。 

   猫また大橋を上流側から望む 

橋梁上部の施工状況

☆ 今月の環境用語集はお休みします。  
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※こたつき･･･２本の竹（１５尺と１０尺）を十字形に結び、白
しろ

木綿
も め ん

１匹（２反）を打掛けて帆の形にしたもの。 

お詫び：１０月号の文章で誤りがありましたので訂正します。 

「台風１８号襲来！岩倉峡で観測史上最高水位を記

録！！」の１２行目 

訂正前：８．５３ｍ 

訂正後：８．５５ｍ 

    大変失礼しました。 


